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ⅠⅠ．．ごごああいいささつつ   

 令和３年度は with コロナとして２年目の活動となり様々な制約を受けながらも、IPE を推進した

１年間となりました。 
 亥鼻 IPE は２年目の遠隔 IPE 授業となりました。ステップ１では千葉大学病院に入院中の患者様

への web アプリを介したインタビューを、看護部をはじめとするみなさまの多大なご協力のもとに

実施しました。ご協力いただいた患者様たちに喜んでいただいたことは大きな収穫でした。コロナ

禍で家族との面会が制限される中での学生との対話が患者様にとっても意味ある時間となったのだ

と思います。ステップ２では、IPW 研修に来ていただいた県外の専門職の方々にもご協力をいただ

き、学生のインタビューを引き受けていただきました。またいつもご協力いただく施設の方々、大

学病院の専門職のみなさまも、ICT を活用した方法で施設紹介をしていただくなど、それぞれの現

場でただならぬ忙しさであるだろうにもかかわらず、学生のためにご配慮いただきましたこと、深

く感謝申し上げます。ステップ４では模擬患者様、大学病院の専門職の皆様に大きなご支援をいた

だきました。ステップ４を受ける学生さんたちが「最後の IPE 頑張ります」と IPERC に連絡をくだ

さるなど、あらためて亥鼻 IPE が関係各所より大切にされている様を実感することができました。 
そして、昨年度は実施できなかったクリニカル IPE ですが、今年度は規模を縮小はしましたが実施

することができました。企画調整から一緒に行うことができましたことを深く感謝申し上げます。 
あらためて大学病院の IPW の進展を実感する機会となりました。 
大学病院との連携では、令和４年度からの新入職員への IPW 研修企画、新人看護師と研修医との

合同技術演習企画、令和２年度から引き続き特定行為研修共通科目での専門職連携実践演習などを

行っています。連携強化が可視化された１年だったと思います。 
また、令和３年度から看護学研究科の大学院博士前期課程のカリキュラムが一新され、専門職連

携実践論、専門職連携教育論、災害時専門職連携演習の３つの科目が正規科目としてカリキュラム

に組み込まれ、多くの受講生を得たことも大きな出来事です。 
外部からの委託研修では、千葉県委託の認知症多職種研修を完全オンラインで２日間実施しまし

た。また介護人材育成事業への協力として日本語を母国語としない方々へも対応した IPE を実施し

ました。また亥鼻キャンパスの近隣自治会において、避難所運営トレーニングを住民自治会、千葉

市、中学校などと協働して開催したことは特筆すべきことです。 
海外との交流もインターネットを介して活発に行いました。上海交通大学およびシンシナティ大

学との IPE に関する情報共有、台北医科大への授業、ライプツィヒ大学との学生交流のトライア

ル、オーストラリアとのグローバル IPE プログラム開発の模索などを地道に実施しています。 
最後に、IPERCでは、南江堂の「NurSHARE」という情報サイトで「IPEを始めましょう、そし

て続けましょう。」という連載を３月よりスタートさせています。 
この１年間 IPERC の事業にご理解とご協力をいただきました関係各所のみなさまに深く感謝申し

上げます。 
 

 
2022 年 3 月 31 日  

センター長 酒井 郁子 
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ⅡⅡ．．専専門門職職連連携携教教育育研研究究セセンンタターーににつついいてて 

当センターの理念、ビジョン、ミッションは、平成 27 (2015) 年 1 月からセンター長及び特任教

員で原案を作成し、教育研究実践部会及び運営委員会で検討し、平成 27 (2015)年 2 月 23 日、平

成 27 年度(2015 年度)第 1 回運営委員会で決定した。 
 
１１．．理理念念、、ビビジジョョンン、、ミミッッシショョンン 
１１））理理念念（（社社会会ににおおけけるる存存在在意意義義、、信信条条）） 

「専門職連携教育・実践・研究の開発・蓄積・普及」 

当センター（IPERC：Interprofessional Education Research Center）は、本学の理念「つねに、よ

り高きものをめざして」をよりどころに、超高齢社会とグローバル化に対応する次世代を切り開く人材

教育とイノベーションに資する実践や研究を行い、専門職連携学の体系的構築を考究する研究拠点とし

て機能し、もって人々の健康的で豊かな生活に資することを理念とする。 
 
２２））ビビジジョョンン（（目目指指すすべべきき姿姿、、未未来来像像）） 

「IPE（Interprofessional Education：専門職連携教育）研究拠点として専門職連携学の構築と組織的

な発展をめざす」 

本学で先導してきた医療系 3 学部（医学・薬学・看護学）の亥鼻 IPE の蓄積を踏まえ、当センターは

IPE 研究拠点として機能強化し、さらに発展した姿として「専門職連携学」の大学院の設置を目指す。 
 
３３））ミミッッシショョンン（（果果たたすすべべきき使使命命、、社社会会的的役役割割）） 

（１）教育 

亥鼻 IPE を発展進化させ、さらに大学院や医療系以外の教育機関との IPE など新しい IPE プログラ 
ムを開発し、自らの専門的な力を高めるとともに、他者と連携協働して目的を達成でき、組織改革をし

ていける次世代型人材を育成する。 
（２）実践（社会貢献） 

IPW（Interprofessional Work：専門職連携実践）を担う人材育成（現任者対象の IPE）について各

種研修プログラムを開発し、大学病院や総合病院、地域の医療と介護を包括した IPW を促進する。ま

た、IPE 研究拠点として教育・実践・研究の蓄積および発信を行うとともに、IPE や IPW を推進する政

策提言を行う。 
（３）研究 

IPE に関する国内外の研究調査等を踏まえ、亥鼻 IPE の評価研究を実施し、効果的な IPE プログラム

の理論化・体系化を行う。また、IPW に関する国内外の研究調査等を踏まえ、病院内や地域医療、そし

て、その両者をつなぐ有効な IPW 人材育成およびシステムに関する研究を行う。これらを専門職連携学 
として理論化・体系化する。 
（４）組織・運営 

IPE 研究拠点としてその機能が発揮できるよう安定的な予算獲得と人材確保を行い、ミッションが達 
成できるよう、PDCA サイクル（plan-do-check-act cycle）による運営体制を構築する。 
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２２．．組組織織 
当センターは、看護学研究院の研究・教育施設として位置づけられている。センター教員は、特任教

員と 3 学部から兼務教員である。下記に組織図および各会の名簿を示した。 
センター教員は「教育実践研究部会」を開催し、研究、教育・実践、および研修活動として、下記の

活動を行っている。 
 

研究として 
・IPE の評価研究、理論化、データ蓄積 
・IPW の理論化、実証研究、橋渡し研究 
・IPE（学部・大学院）及び IPW プログラムの開発・普及 
・FD/SD プログラムの開発および効果検証  

教育・実践として 
・3 学部等のメンバーによる IPE の実施に伴う準備・調整・体制づくり・評価 
・現場等とのネットワークづくり 

 
  研修として 
    ・教員、IPE 協力機関指導者、保健医療福祉実践者の IPE/W を促進する能力の養成・研修 
    ・FD/SD プログラムの開発および効果検証 
 

また、「教育実践研究部会」は、センター教員が部会員であり、3 学部と連携し亥鼻 IPE の科目運営 
を行っている。センターの運営については、センター長、センター教員の他、3 学部の教務委員長およ

び附属病院に委員を依頼し、定期開催している。また、「外部評価委員会」を設置し、センターの活動

について評価、助言を得ている。センターの事務所管は、看護学部事務部センター事業支援係が担当す

ることとなった。亥鼻 IPE は、看護学部の教務委員会、医学教育研究室、薬学部 IPE 担当教員と連携

して行っている。 
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令和３年度（2021 年度）センター職員名簿 
センター長 

・酒井 郁子（看護学研究院  教授） 

特任教員 

・臼井いづみ（看護学研究院 特任講師） 
・孫  佳茹（看護学研究院 特任講師） 
・馬場由美子（看護学研究院 特命助手）  

兼務教員 50 音順 
・朝比奈真由美（医学部附属病院 特任教授） 
・石川 雅之（薬学研究院 助教） 
・井出 成美（看護学研究院 准教授） 
・伊藤 彰一（医学研究院 教授） 
・上原 知也（薬学研究院 教授） 
・鈴木 紀行（薬学研究院 准教授） 
・関根 祐子（薬学研究院   教授） 
・中口 俊哉（フロンティア医工学センター 教授） 
・眞嶋 朋子（看護学研究院  教授） 

 
事務補佐員  50 音順 

・佐野 朋子   ・富永 嘉子   ・長谷川容佳   
 

 
令和３年度センター運営委員名簿  50 音順 

・秋田 英万（薬学部 教務委員長） 
・飯野 理恵（看護学部 副教務委員長） 
・石井伊都子（医学部附属病院 薬剤部長） 
・石橋みゆき（看護学部 教務委員長） 
・伊藤 彰一（医学部 学部学務委員長） ※再掲  
・大塚 将之（医学部附属病院 副病院長） 
・菊田 直美（医学部附属病院 副看護部長） 
・相馬 孝博（医学部附属病院 医療安全管理部長） 
・上記 センター特任教員・兼務教員 

 
令和３年度センター外部評価委員名簿 50 音順 

・新井 利民（立正大学 社会福祉部社会福祉学科 准教授） 
・井手 正明（SP 千葉） ＊SP：模擬患者 
・川島 啓二（京都産業大学 共通教育推進機構 客員教授・初年次教育センター長） 
・鈴木 麗子（千葉県 健康福祉部健康づくり支援課） 
・渡邊 秀臣（高崎健康福祉大学 保健医療学部 学部長） 

－ 6 －
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３３．．専専門門職職連連携携教教育育研研究究セセンンタターー規規程程  
千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター規程は、令和 3 年 3 月に看護学研究科教

授会で決定した。 
 
（趣旨） 
第１条 この規程は，千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター（以下「センタ

ー」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 
（目的） 
第２条 センターは，社会のニーズに対応する体系的な専門職連携教育・連携実践を推進するためのプ

ログラムを開発・普及するとともに，我が国及びアジア圏における専門職連携に関する教育，

実践及び研究を発展・進化させることを目的とする。 
（教育実践研究部） 
第３条 センターに，教育実践研究部を置く。 
（職員） 
第４条 センターに，次の職員を置く。 

一 センター長  
二 センター兼務の教授，准教授，講師及び助教  
三 その他の職員 

（センター長） 
第５条 センター長は，看護学研究院長の推薦により学長が選考する。  

２ センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，センター長が任期満了前に辞任し，

又は欠員となった場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。  
３ センター長は，センターの業務を総括する。  

（センター運営委員会） 
第６条 センターに，センターの円滑な運営を図るため，センター運営委員会（以下「運営委員会」と

いう。）を置く。  
（審議事項） 
第７条 運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。  

一 センターの運営に関する重要事項  
二 その他運営委員会が必要と認めた事項  

（組織） 
第８条 運営委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。  

一 センター長  
二 医学部，薬学部及び看護学部の教務担当委員長  
三 その他センター長が必要と認めた者  

（委員長）  
第９条 運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。  

２ 委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。  
３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を代行する。  

（会議） 
第10条 運営委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ，議事を開き，議決することができな

い。 

２ 運営委員会の議事は，出席委員の過半数の同意をもって決し，可否同数のときは，議長の決する

ところによる。  

－ 7 －
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第11条 委員長は，必要と認めるときは，委員以外の者を運営委員会に出席させることができる。 

（外部評価委員会） 

第12条 センターに，外部評価を実施するため，外部評価委員会を置く。 

２ 外部評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

（事務） 

第13条 センターの事務は，亥鼻地区事務部総務課において処理する。 

（雑則） 

第14条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 
１ この規程は，令和３年４月１日から施行する。 
２ 千葉大学大学院看護学研究科附属専門職連携教育研究センター規程（平成 27 年４月１日制定）は,
廃止する。 

  

－ 8 －
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４４．．令令和和３３年年度度（（22002211 年年度度））事事業業計計画画 

●●中中長長期期５５かか年年計計画画  令令和和２２年年－－令令和和６６年年  （（22002200--22002244))    
１１））教教育育  

（（１１））亥亥鼻鼻 IIPPEE のの発発展展・・進進化化  

評価研究を通して、それぞれの Step を精査し必要なプログラムの開発を行う。それをもって効果

的な「亥鼻 IPE」（Step1～Step5）の教育プログラムを確立する。また、適切に PDCA サイクルを

運用し、教育プログラムを管理・運営・実施する。 

 

（（２２））新新たたなな IIPPEE ププロロググララムムのの開開発発  

グローバル IPE をプログラム化し、学生間の国際的・学際的相互学習の場を開発する。海外の多

様な IPE プログラムの経験値を蓄積し、カリキュラムデザイン研究を発展させる。大学院での IPE
プログラムを開発する。この中で災害時の専門職連携実践を進化させるための教育プログラムの開

発・普及をする。 

 

（（３３））ＦＦＤＤのの充充実実  

FD のしくみを確立させ、亥鼻 IPE の人材バンクを組織化する。 

  

（（４４））受受益益者者のの参参加加にによよるる IIPPEE のの発発展展  

患者・サービス利用者等、医療・保健・福祉・介護サービスの受益者が亥鼻 IPE に参加する仕組

みを開発する。 

  

２２））実実践践・・社社会会貢貢献献  

（（１１））IIPPEE 研研究究拠拠点点かかららのの発発信信  

センターで開発した IPE プログラムや研修プログラムを書籍や教材といったプロダクツとして作

成し、社会に発信する。またプログラム開発に使用した資料やデータベースの発信・共有をはか

る。 

 

（（２２））IIPPWW のの促促進進  

専門職連携実践能力の向上を目指した IPW 研修の質を高め、継続して提供する。また、実践現場

の課題に即した IPW コーディネーターの人材育成に関する研修プログラムを確立する。 

 

（（３３））政政策策提提言言  

IPE/IPW の能力を有した人材が社会的に認知され、意欲的に活動するための認証制度について政

策提言をする。また、医療系学士課程教育に対して、専門職・多職種連携教育関係科目の開設と制

度化を促す活動を多面的に検討し、展開する。 

  

３３））研研究究  

（（１１））IIPPEE 研研究究のの進進化化  

学生の IPE 体験を蓄積し、IPE の理論化・体系化に取り組み、専門職連携学の学術的枠組みを構

築する。また、IPE の成果に関する国際比較研究に取り組む。その過程で IPE 研究者を育成する。 

  

（（２２））IIPPWW 研研究究のの進進化化  

様々な保健医療福祉介護機関における実践者の IPW 体験や、患者・サービス利用者の満足度や健

康アウトカムへの影響を蓄積し、IPW のアウトカム研究に資する理論開発を行う。 

  

４４））組組織織運運営営  

（（１１））予予算算とと人人材材確確保保  

新たな事業費や研究助成金の確保を追及し、発展的な事業展開ができるようにする。人材確保に

関してはクロスアポイント制度の活用など、幅広く IPE・IPW に関わる研究や実務を担当できる人

材の確保を図る。  
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（（２２））PPDDCCAA ササイイククルルにに基基づづくく組組織織運運営営  

IPERC の運営体制を、PDCA サイクルをもとに検証しながら運営を行う。 

  

（（３３））IIPPEERRCC のの将将来来構構想想  

ビジョンとして掲げている「専門職連携学」の構築を目指し、大学院における履修証明プログラ

ムの導入、副専攻の設置などを検討する。 

 

●●令令和和３３年年度度（（22002211 年年度度））    事事業業計計画画  

１１））教教育育  

（（１１））亥亥鼻鼻 IIPPEE のの発発展展・・進進化化  

①形成的評価を行い教育プログラムの課題の明確化と改善を行う。 
②COVID-19 感染予防を念頭に置き、メディア授業における授業の工夫と改善を行う。 
③COVID-19 感染予防を念頭に置き、CIPE の試行を実施する。 
④CIPE の必修化の道筋を明確にする。（ワーキングチームを設け検討を行う。） 

 
（（２２））新新たたなな IIPPEE ププロロググララムムのの開開発発  

①オンラインプログラムを含めたグローバル IPE のプログラム化を行う。 
・英国レスター大学への学生短期留学 
・カナダ、オーストラリアの IPE 実施大学との IPE 学生短期留学、交換留学 

 ②大学院における IPE プログラムの実施と評価 
  
（（３３））FFDD のの充充実実  

①Step１～４、および CIPE の FT 研修（FD）を実施する。そのための教材開発を行う。 
②亥鼻 FD プロジェクトを継続して実施する。 
③亥鼻 IPE の人材バンクの組織化を図る。 

 
２２））実実践践・・社社会会貢貢献献  
（（１１））IIPPEE 研研究究拠拠点点かかららのの発発信信  

①国内外の大学や専門学校における IPE カリキュラムの開発と運営に関して、IPE カリキュラム

マネジメント＆授業開発研修や、コンサルテーション活動を通じ、IPERC が蓄積したカリキュ

ラムマネジメントおよび FD の知見を広く周知する。 
②IPE プログラムや研修プログラムついて書籍や教材、資料、データベースの発信に努める。 

  
（（２２））IIPPWW のの促促進進  

①IPW ベーシック研修、IPW マネジメント研修を実施する。 
②大学病院全職種新人研修を病院、医学部、薬学部と協働して実施する。 
③大学病院の現任教育 IPE プログラム開発を大学病院と協働して実施する。 

 ④千葉県からの委託事業として認知症専門職における多職種協働研修を実施する。 
⑤保健医療福祉各種機関からの要請に応え、様々な現場での多職種協働実戦能力向上のための研

修に協力する。 
 

（（３３））政政策策提提言言  

①健康関連専門職の基礎教育課程における専門職連携教育に関わる科目の開設や制度化につい

て、提言していく。 
 
３３））研研究究  
（（１１））IIPPEE 研研究究のの進進化化  

①医学部、看護学部、薬学部教員の IPE 研究のサポートを行う。 
②IPE における学生の体験や現場の実践者の IPW 体験を蓄積し、IPW、IPE の理論化の理論化に

取り組む。 
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③研究成果を発信する。 
 
４４））組組織織運運営営  

（（１１））予予算算とと人人材材確確保保  

①研修事業による自己収入を図る。 
②新たな事業費や研究助成金などの確保を図る。 
③人材確保に関してはクロスアポイント制度の活用などの可能性を検討する。 

 
（（２２））PPDDCCAA ササイイククルルにに基基づづくく組組織織運運営営  

①年間事業計画の策定と実施、評価を行う。 
②外部評価委員会による評価を受け運営に反映させる。 

 ③運営委員会を開催する。 
 ④教育実践研究部会を開催する。 
 
（（３３））IIPPEERRCC 将将来来構構想想のの具具現現化化  

①IPERC を含む総合教育棟の概算要求 
②専門職連携学の構築を目指し、大学院における履修証明プログラムの導入や副専攻の設置など

を検討する。 
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ⅢⅢ．．セセンンタターーのの取取りり組組みみとと成成果果 

「1．教育」「2．実践」「3．研究」「4．運営」の４つの柱に沿って中長期目標を見出しとして、

令和３年度(2021 年度)の取り組みと成果を述べる。 
 
１１．．教教育育 

１１））亥亥鼻鼻  IIPPEE  のの発発展展・・進進化化  

亥鼻 IPE の目的は、「患者・サービス利用者中心の医療」を担う「自律した医療組織人の育

成」である。 
亥鼻 IPE の学習到達目標は、以下の表のとおりである。貢献力・調整力に大別された専門職連

携実践能力を段階的な学習プログラムの中で身につけることが目標となっている。 
 

表 専門職連携実践能力と Step ごとの学習到達目標 

 
 

以下、令和 3 年度（2021 年度）の実績を述べる。令和３年度は、昨年度に引き続き COVID-19
の感染拡大防止のため、メディア授業での実施となった。Step1～4 までの参加学生数、協力教員

数などのデータを（資料１）に示す。 
  

（（１１））形形成成的的評評価価にによよるる教教育育ププロロググララムムのの課課題題のの明明確確化化とと改改善善  

・大学からは、複数のツールを使うことは出来るだけ避けるようにという通達もあったが、受講人

数が多いこと、外部からの協力者が参加することなどを考慮し、学生への講義には千葉大学

Moodle、オンライン会議システム Zoom、Google Workspace、統合メールシステムを使用し、教

員間のミーティングには Microsoft Teams を用いた。 
・講義は全て動画を千葉大学 Moodle 上に掲載してオンデマンド配信とした。 
・各ステップの「学習の進め方」は紙媒体での配布をやめ、千葉大学 Moodle 上に時系列・課題内容

毎にトピックを構築して、千葉大学 Moodle を見れば事前学習、個人課題、グループワークができ

るよう変更した。しかし、全体を見通すには分量が多く、また、プログラムの後半部分が多くス

クロールしなければいけないなど、インターフェイス上の不自由さが明確になった。 
・学生数が多いので、各ステップ 2 つの Zoom ライセンスを使用して運営した。 
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・Step1 では、「病院での患者インタビュー」を２施設で職員の協力のもと Zoom を使用して実施し

た。患者さんから学生たちへの期待やエールの言葉も聞かれ、PC のセッティング、患者の移動や

操作に協力した看護師からは、「コロナ禍で家族との面会も十分ではない中、面会の可能性を考

えるきっかけになった」「患者さんが学生さんの役に立ったと喜んでいる姿を見られて嬉しかっ

た」「耳が遠い患者さんがうまく学生の質問に答えられるか心配していたが、ヘッドホンをつけ

て良く聞こえたようで心配なかった」などの声が聞かれた。一部の学生は「在宅やグループホー

ムで生活する保健医療サービス利用者・ご家族へのメールインタビュー」を行った。学習機会の

平等性を考えると、全ての学生が Zoom での患者インタビューができるよう調整していく必要があ

る。 
・Step2 では、「チームでの現場訪問」を「Zoom での専門職へのインタビュー」に変更した。学生

からも、現場の協力者からも好評価であった。 
・Step3 は昨年度に引き続き Zoom で実施した。授業評価でも高い満足度が得られた。 
・Step4 は、昨年に引き続き、Zoom を使用して実施した。Zoom のブレイクアウト機能が向上し、

学生が自分でブレイクアウトルームを移動できるようになったため、模擬患者面接、各専門職と

のコンサルテーションに学生が遅れるトラブルは発生しなかった。開講時期が医学部の CBT が終

わってからとなり、医学部生の不満が減少して、満足度が上がった。 
 

（（２２））ee--lleeaarrnniinngg やや反反転転授授業業のの取取りり入入れれにによよるる学学生生ののアアククテティィブブなな主主体体的的学学習習のの促促進進  

・講義は、すべて動画によるオンデマンド配信とした。また、できるだけ確認テストを実施して学

習の定着を図る工夫をした。 
・Zoom を用いてのプログラムであるので、各ステップで、事前に学生も含めた通信テストを複数回

行い、円滑なプログラム運営に務めた。通信テストで、Google Workspace アカウントを用いた

Zoom へのサインイン、Google Classroom への参加、ワークシートへの記入等を準備すること

で、学生も運営側もスムーズに運営することができた。 
・Step1 では、「当事者体験の講演」は動画をオンデマンドで配信、Moodle のフォーラム機能で質

問を受け付け、Zoom で講演者から回答をライブ配信した。 
・学生数が多いため、ライブ配信には Webinar を使用して実施した。 
・学習成果発表会を２つの Zoom ライセンスを使用して 5 会場で実施した。ポスターを Google スラ

イド 1 枚に作成した。４学部の教員 15 名が各会場 3 名ずつに分かれ、ルーブリック評価表を用い

て評価した。 
・Step2 では、「フィードバックのロールプレイ」を Zoom のブレイクアウトルームを使って、学生

が実施した。動画で教員のロールプレイを見たものと同じシナリオだったため、学生からは意味

がないのではという指摘もあり、学生が実施するロールプレイシナリオを作成する必要がある。 
・「専門職へのインタビュー」は、Zoom を使用して実施し、大学附属病院、市中の病院、薬局、高

齢者施設、訪問看護ステーション、診療所など計 58 部局・施設、84 名の専門職の協力を得た。 
・本年度は Zoom を使って学習成果発表会を実施した。2 つの Zoom ライセンスを使用し、4 会場で

実施した。3 学部から計 12 名の教員が各会場 3 名ずつに分かれ、ルーブリック評価表を用いて評

価した。28 名のインタビュー協力者も発表会を聞くために参加した。 
・Step3 では、２つの Zoom アカウントを使用して、グループワークと発表会を実施した。 
・個人ワークの成果を共有するためのプラットホームとしてのワークシートを Google ドキュメント

で準備した。 
・Step4 では、附属病院の CCSC に運営本部を置き、20 台のノート PC を持ち込んで Zoom での授

業を運営した。 
・模擬患者さんを一人ずつ、CCSC の診察シミュレーション室に配置し、他の人の声が聞こえない

ようにした。 
・専門職とのコンサルテーションでは、学生が自分たちで時間管理をして、専門職が待つブレイク

アウトルームに移動することにしたところ、開始が遅れるグループはなく、うまく運営できた。 
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（（３３））CCIIPPEE（（ククリリニニカカルル IIPPEE））のの試試行行おおよよびび CCIIPPEE のの必必修修化化のの道道筋筋のの明明確確化化  

・附属病院では、COVID-19 感染制御に関して学部ごとに異なる条件で実習を受け入れたことにより、

３学部の実習可能条件を満たす６診療科６病棟において、診療参加型 IPE（CIPE）を実施した。 
７月の６グループに加え、看護学部の後期復学の学生の参加により 10 月に１グループ、合計７グ

ループ29名（医学部５年生７名、６年生１名、看護学部４年生12名、薬学部５年生９名（内３名

は他大学）が参加した。６診療科６病棟で、医師９名、看護師13名、薬剤師10名が指導に協力し

た。実習準備として、実習指導を担当する専門職（医師、看護師、薬剤師）との打ち合わせを各

診療科含め病棟ごとに行った。打合せには、COVID-19 感染対策から、Teams によるオンライン

会議システムを用いた。学生のプログラム評価アンケート（回答率 84％）から、９割以上が

CIPE の学習効果があったと回答した一方で、学部の COVID-19 感染制御下での実習ガイドライ

ンの違いによりCIPEチームメンバー間での制限が異なり時間を合わせるなどの困難が生じたとの

回答があった。今後、話し合いによる実習ガイドラインの統一が必要である。来年度も、試行事

業として実施する予定である。 

・医学部と薬学部はすでに臨実習および実務実習の中で、CIPE を実施している。看護学部の新カリ

キュラム改定の科目編成の検討が始まっているので実現可能性を図っている段階である。 

 

２２））新新たたなな IIPPEE ププロロググララムムのの開開発発  

（（１１））ググロローーババルル IIPPEE ののププロロググララムム化化  

・オーストラリアのグリフィス大学、モナシュ大学の IPE紹介動画を作成し、英国のレスター大学の

IPE 動画と合わせて、オンデマンド学習コンテンツ化した。看護学部の科目「Global Health and 
Nursing Ⅱ（GHNⅡ）」のオンライン国際プログラムとして位置付けた。 

・カナダのオタワ大学と、オンラインミーティングを持ち、GIPE を含め、大学間協定あるいは学部

間協定を結ぶ方向で交換留学プログラムの開発に向け話し合いを持った。 
・トライアルで始めたライプツィヒ大学助産課程の学生と看護学部生との交流を GHNⅡの条件を満

たすよう準備した。５名の看護学部生が受講し、１名が単位を取得した。 
・シンシナティ大学とグローバル IPE の COIL プログラムの開発構想を始める 

 

（（２２））大大学学院院ににおおけけるる IIPPEE ププロロググララムムのの開開発発  

・看護学研究科の大学院科目に「専門職連携教育論」を新たに加えた。この科目は「専門職連携実

践論」「災害時専門職連携演習」と共に千葉大学大学院共通科目として位置づけ、他の学府、研

究院の院生にも開放し受講できるようになった。 
・本年度は、看護学研究科、DNGL（災害看護学専攻）、コンソーシアム学生の受講があった。 
・「専門職連携教育論」では、海外の IPE・IPC 関連の文献を読み、ディスカッションポイントを

もって参加する討議形式の授業を持った。看護実践コース（医療現場で管理者として実務する学

生）の学生の受講者が多く、実践上の具体的な連携課題を持って討議でき議論も活発であった。 
・「専門職連携実践論」では、専門職連携の基礎的知識の教授と共に、IPC に活用できる連携スキル

のオンライン演習を行った。災害時専門職連携演習のプレ学習となる内容も入れた。 
・「災害時専門職連携演習」は、発災時の災害対策本部での意思決定、外部の支援要請、連絡調整

について、オンラインでのシミュレーション演習にプログラム化し実施した。 

 

３３））FFDD のの充充実実  

（（１１））亥亥鼻鼻 IIPPEE ののフファァシシリリテテーータターー研研修修のの実実施施  

・Step１～４、および CIPE の FT 研修（FD）を実施した。COVID-19 の影響持続により亥鼻 IPE
プログラムは Step1 と Step2 を含め、全て同時双方向型オンライン授業にて実施した。これに伴

－ 14 －
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って FD 資料を改編した。Step1～2 では、5 月に 2 日間にわたりオンライン会議システム（Zoom）

を用いて FD を開催した（詳細日程と参加人数は下記参照）。 
  【Step1】5 月 26 日（水）17:30-18:30 ＜Zoom ミーティング＞出席者は 29 名出席（内訳：医

学部 
  5 名、看護学部 10 名、薬学部 3 名、工学部 7 名、IPERC 4 名）であった。 
  【Step2】5 月 27 日（木）18:00-19:00 ＜Zoom ミーティング＞ 67 名出席（医学部 1 名、看護

学部 
  7 名、薬学部 3 名、附属病院医師 27 名、外部実習期間実習担当者 7 名、IPERC 4 名） 
  【Step3～4】メールにて動画の視聴案内・資料の送付をし、適宜、担当教員の質疑に回答する

ことで FD とした。 
 

（（２２））亥亥鼻鼻 FFDD ププロロジジェェククトトのの継継続続実実施施  

・「亥鼻 IPE におけるグループワークのファシリテーション」をテーマに、4 月 30 日に実施した。 
  

（（３３））亥亥鼻鼻 IIPPEE のの人人材材ババンンククのの組組織織化化  

・IPERC 主催の IPE カリキュラムマネジメント＆授業開発研修や IPW ベーシック研修・IPW マネ

ジメント研修などを通じて、IPE・IPW に高い関心を持つ人材が集まってきつつある。看護学研

究科の研究員になったり、亥鼻 IPE の協力者となったり、各々の状況に合わせて IPERC 事業に継

続参加している。組織化までは至っていない。 
・学内の教員の協力体制の組織化は、各学部でのルールに基づきシステム化されている。 
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２２．．実実践践・・社社会会貢貢献献 

１１））IIPPEE 研研究究拠拠点点かかららのの発発信信  

IPE を推進してきた経験やそこから得られた知見を様々な形で発信し、日本のそして海外諸国の

IPE の発展に寄与することを目的として、以下の事業に取り組んだ。 

 

（（１１）） IIPPEE カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントト＆＆授授業業開開発発研研修修ややココンンササルルテテーーシショョンン活活動動をを通通じじたた蓄蓄積積ししたた知知見見

のの周周知知  

・IPE カリキュラムマネジメント及び教育方法に関する研修会を実施した。 
令和 3 年（2021 年）8 月 22 日（日）・11 月 23 日（火）の 2 日間コースで、IPE カリキュラムマ

ネジメント・授業開発研修を実施した。本研修は、医療保健福祉の専門職の養成に携わる教員

が、専門職連携教育の実装に向けて必要なカリキュラムマネジメント能力および基礎的な授業開

発を高めることを目的としている。（資料２）のとおり 5 名の受講があった。全員に修了証書を

発行した。 
・静岡県看護協会からの依頼により、専任教員養成講習会にて、兼務教員の看護学研究院井出成美

准教授が、専門職連携教育の概要について、講演・演習を行った。 
・亥鼻 IPE の実績、研修事業の実績、グローバル IPE に向けた動きなどをニュースレターにて発信

した。 
 

（（２２）） IIPPEE ププロロググララムムやや研研修修ププロロググララムムつついいててのの書書籍籍やや教教材材のの発発信信  

（（３３）） IIPPEE ププロロググララムムやや研研修修ププロロググララムムのの開開発発にに使使用用ししたた資資料料ややデデーータタベベーーススのの発発信信  

・台北医科大学より講義動画依頼 
2021 年 6 月、台北医科大学より自校の看護学部の学生および教員向けに日本の看護教育を紹介す

る講義（動画）の依頼を受けた。講義の中で千葉大学看護学部の特徴ある教育として IPE プログ

ラムについて発信しつつ、「日本の地域包括ケアシステム」（井出成美）、「日本及び千葉大学

の看護教育」（酒井郁子）、「千葉大学看護学部のカリキュラムと実習」（臼井いづみ）という

内容で日本の看護教育を紹介した。講演資料は英語で作成し、講演内容に中国語字幕付きの形で

動画をまとめ先方に送付した。8 月中に講義が台北医科大学で配信された。 
・群馬大学より IPE トレーニングコースの講義依頼 

2021 年 8 月 23 日から 27 日まで実施された群馬大学 IPE トレーニングコースの一環として、亥鼻

IPE プログラムを紹介した講義動画の依頼を受けた。講義は酒井郁子センター長と井出成美准教授

が対応し、「Development, Operation, and Future Expectation of Inohana IPE」というタイト

ルで、亥鼻 IPE 全体の紹介および受講者のレポート分析という内容で行われた。8 月 25 日（水）

に講義動画が配信され、その後、ブルネイからの受講者で Dr. Sheba David, PhD より Step3 の学

習内容について質問を頂き、IPERC より文章にて詳細に返答した。また、返答した内容が群馬大

学より受講者全員まで共有が図られた。 
・各種出版社による特集企画 

2022 年 11 月刊行予定の書籍『専門職連携教育ガイド（仮）』および『専門職連携実践ガイド

（仮）』との連動企画として、医学書出版社の南江堂が運営する NurSHARE（ナースシェア、看

護教育のための情報サイト）にて IPE について発信した。これは南江堂が立ち上げた特集企画

で、2022 年 3 月より計 5 回にわたり、IPE の重要性を説くとともに、カリキュラム設計や授業デ

ザイン、事例といった実際の計画・指導に役立てられる知識や情報を看護教員に向けて発信する

ものである。各回のテーマが「イントロダクション」「IPE で何を教えるのか―IPC を理解する」

「IPE のカリキュラム設計」「IPE の授業デザイン」「IPE の実例報告」となっている。 
また、メディカ出版の看護教員向けの web 情報誌に、「専門職連携教育を発展させるためのポイ

ント」と題して特別寄稿を掲載した（井出・酒井）。 
・「避難所 HUG」葛城地区バージョンの作成 

葛城地区避難所運営委員会の委託を受け勉強会を実施するにあたり、静岡県「避難所 HUG」の葛

城地区バージョンを作成し、静岡県より使用許諾番号 386 号を得た。 
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２２））IIPPWW のの促促進進    

（（１１）） IIPPWW ベベーーシシッックク研研修修、、IIPPWW ママネネジジメメンントト研研修修のの実実施施  

・IIPPWW ベベーーシシッックク研研修修のの目目的的：医療・保健・福祉・介護の各種機関で働く専門職連携を推進するた

めの課題を持った実践者が、専門職連携実践の推進に必要な基礎的能力を高めることを目的とす

る。 

・IIPPWW ママネネジジメメンントト研研修修のの目目的的：医療保健福祉の実践現場で専門職連携を推進するための課題を持

った指導的立場・管理的立場の者が、専門職連携実践の推進に必要なマネジメント能力をたかめ

ることを目的とする。本研修において、医療と介護の連携やチーム医療が求められている日本の

現状を踏まえ、実践の現場での IPW 推進に向けた現任者研修計画案あるいはマネジメント計画案

を立案・実践・評価する。 

・【理論編】と【実践編】に整理して実施した。【理論編】は、e-learningシステムを構築し、「専

門職連携の基礎的知識」「チームについて」「対立の解決のアプローチ」の３つの講義動画を作

成し、受講者が自己学習できるように整備した。 

・【実践編】は、WHO の専門職連携実践能力の学習到達目標に沿って、下記５つのコースを設置

し、プログラムを改善し、教材を整理した。 

【【職職種種間間のの理理解解】】他職種間でお互いの専門性や職務を理解し、協働ワークを通じて連携実践能力を

習得する。 

【【チチーームム内内のの効効果果的的ななココミミュュニニケケーーシショョンン】】自身のコミュニケーションの傾向と課題を知り、適切

な意見伝達スキルを習得する。 

【【チチーームムワワーーククのの促促進進ススキキルル】】チームメンバーのチームへの貢献やチームビルディング、リーダー

シップフォロワーシップの能力を高める。 

【【対対立立のの解解決決】】専門職間や専門職と患者・利用者間で起こりうる対立の構造を理解し協調的な解決

がはかれる解決の方法を学ぶ。 

【【多多職職種種カカンンフファァレレンンスス】】多職種カンファレンスにおける基本動作を習得する。 

・各研修の受講者は（資料 2）のとおりである。本研修の受講者の学習ニーズをとらえるため、所属

機関の種類・職種・所属先のある都道府県に分けて、受講者の状況を整理した。 

・IPW 実践編の実施直後のアンケートでは、とても満足 78.6％、満足 21.4％であった。 

 

（（２２）） 千千葉葉大大学学医医学学部部附附属属病病院院のの新新人人研研修修やや現現任任教教育育 IIPPEE ププロロググララムムへへのの貢貢献献  

・本年度は COVID-19 の影響で中止となった。2022 年度の新人研修について、附属病院の総合医療

教育研修センターおよび看護部と協働して計画している。 
 
（（３３）） 大大学学病病院院とと協協働働ししててのの現現任任教教育育 IIPPEE ププロロググララムムのの開開発発  

・・総合医療教育研修センターの特定行為研修におけるチーム医療演習に協力し、情報伝達スキル、

カンファレンスの基本動作、対立の解決のストラテジーについてオンラインでの演習を実施し

た。 

・また医師と看護師合同の採血演習を行った。  

  

（（４４）） 千千葉葉県県かかららのの委委託託事事業業ととししてて認認知知症症専専門門職職ににおおけけるる多多職職種種協協働働研研修修をを実実施施  

・本研修の目的は、認知症の人と家族の支援に携わる医療・介護・福祉等の専門職同士が、認知症

に関わる現状や知識・情報を共有するとともに、お互いの役割や活動内容等を理解し、連携をと

り協働しやすい関係を作ることである。 

・研修は令和 3 年 12 月 19 日(日)と令和 4 年 1 月 29 日(土)の 2 回実施し、114 名が参加した。 
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・プログラムは、以下のとおりである。 

  １. オリエンテーション 

  ２. 講義「専門職連携の基礎知識」 

  ３. ワークショップ「アイスブレイク私の仕事紹介」 

  ４. ワークショップ「効果的な情報伝達スキル」 

  ５. ワークショップ「多職種カンファレンス」 

  事前学習 講義「認知症の人の理解とケア」 

  講師：酒井郁子センター長 

     諏訪さゆり 看護学研究院長 教授 

     井出 成美 看護学研究院 准教授 

     臼井いづみ IPERC 特任講師 
     孫  佳茹 IPERC 特任講師 
     馬場由美子 IPERC 特命助手  
・COVID-19 感染拡大防止のため、講義、ワークショップ共にオンラインで実施した。 

・事前学習として「認知症の人の理解とケア」の講義動画を視聴してもらった。 

・資料配布には Google ドライブのリンク先を知らせる方法を取った。 

・受講者にアンケートを実施し、満足度と意見を尋ねた。オンラインでのミーティングに不慣れな

場面もあったが多くの反響があった。全体を通しての研修の評価では、「あまり満足ではない」

と「不満足」の評価は無く、高い満足度が得られた。 

  

（（５５）） 保保健健医医療療福福祉祉各各種種機機関関ででのの多多職職種種協協働働実実践践能能力力向向上上ののたためめのの研研修修へへのの協協力力  

・IPERC 教員が実施した社会貢献活動を資料３に示す。 

・文部科学省「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業」の一環でとして実施された

「地域密着 介護・医療 DX 人材育成プログラム」に講義を提供した。主催側となる千葉大学医学

部付属病院患者支援部からの協力要請に応じ、2021 年 12 月 25 日（土）に「IPE（地域医療・介

護支える多職種を繋ぐ）研修」と題した同時双方向型オンライン研修講義を行った。受講者は 24
名で、年齢幅が 19 歳から 80 歳までとばらつきがあり、また職業背景がさまざまであるという特

徴を考慮し、オンライン研修の最初に ICT スキルについて丁寧に案内するよう心掛けた。 
・葛城地区避難所運営委員会より事業委託を受け、「葛城地区避難所運営委員会 HUG 勉強会」を

2022 年 2 月 17 日（木）15:30～17:30 という日程で開催した。開催目的が高齢者や障害者など、

災害時の避難行動要支援者の避難について、地域の防災・高齢・障害に関わる組織のメンバーが

一緒に勉強会を行うことで、地域の防災力向上を図るというこの勉強会では、避難所運営ゲーム

HUG を体験して頂いた。葛城地区避難所運営委員・あんしんケアセンター千葉寺職員・中央区障

害者基幹相談支援センター職員・中央区地域振興課職員・葛城公民館職員・葛城中学校教頭が参

加した。避難所の関係者が実際の避難を想定して前向きに話し合うきっかけ作りとなった。  
 
３３））政政策策提提言言  

（（１１））健健康康関関連連専専門門職職のの基基礎礎教教育育課課程程ににおおけけるる専専門門職職連連携携教教育育にに関関わわるる科科目目のの開開設設やや制制度度化化へへのの提提言言  

・酒井センター長が、厚生労働省看護基礎教育検討会に委員として加わり行った提言が実を結び、

2022 年から保健師助産師看護師学校養成所指定規則が改正され「看護師等養成所の運営に関する

指導ガイドライン」のなかで、チーム医療および多職種との協働能力の育成が位置付けられた。 

・厚生労働行政推進調査事業による「看護師等学校養成所における専門職連携教育の推進方策に関

する研究」（研究代表者：酒井郁子）で実施した調査結果を論文として公表した。 
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３３．．研研究究 

１１））IIPPEE 研研究究のの進進化化  

（（１１））医医学学部部、、看看護護学学部部、、薬薬学学部部教教員員のの IIPPEE 研研究究ののササポポーートト  

・酒井センター長が定期的あるいは不定期に、各学部の教員の IPE 研究の助言指導を行い、論文公

表への支援を行った。 

・他大学の教員も参画し、IPE 研究、IPW 研究に関するスタディミーティングを月２回のペースで

実施した。 

・IPERC運営教員および IPERC特任教員の科学研究費補助金獲得は、合計 7件である。一覧を（資

料４）に示した。 

 

（（２２））学学生生のの IIPPEE 体体験験やや実実践践者者のの IIPPWW 体体験験のの蓄蓄積積とと IIPPWW,,IIPPEE のの理理論論化化  

・上記（１）のスタディミーティングの中で IPE や IPW の理論・実践・評価について学習する機会

を持った。 

・COVID-19 による IPE への影響について海外の動向を探った他、第 14 回日本保健医療福祉連携学

会において、コロナ禍におけるオンライン同時双方向型で行われた IPE プログラムの学習効果や

クリニカル IPE の課題について計４本の研究発表を行なった。 

・IPERC が主導する「IPE プログラムの教育評価に関する研究」の一環として、2021 年度の Step1
〜Step4、そしてクリニカル IPE の受講生を対象とした研究データを収集した。亥鼻 IPE の教育

プログラムの教育評価を行い、IPE プログラムの学習効果と教育方法の改善点を明確にするため

の取り組みをさらに進めた。 

  

（（３３））研研究究成成果果のの発発信信  

・〔原著および査読つき論文〕３本、〔査読なし論文〕12 本、〔学会発表〕10 本、〔シンポジウム

招聘〕9 回 詳細は（資料６）に示した。  
  
  
４４．．組組織織運運営営  

 
１１））予予算算とと人人材材のの確確保保  

（（１１））研研修修事事業業にによよるる自自己己収収入入のの獲獲得得  

・本年度は、研修事業の受講料にて 101 万円の自己収入を得た。  

  

（（２２））新新たたなな事事業業費費やや研研究究助助成成金金のの確確保保  

・IPERC 特任教員・兼務教員が IPE/IPW や専門職教育に関わる研究費として獲得し継続中の研究助

成金を（資料４）に示した。 
・法人からの寄付金、事業委託費を（資料５）に示す。  

  

（（３３））ククロロススアアポポイインントトメメンントト制制度度のの活活用用ななどどのの検検討討    

・制度の活用には至っていないが引き続き可能性を検討する。 
・亥鼻高機能化構想の基金により特任講師２名の人件費を得られた。 

  

２２））PPDDCCAA  ササイイククルル（（ppllaann--ddoo--cchheecckk--aacctt  ccyyccllee））にに基基づづくく組組織織運運営営  

（（１１））年年間間事事業業計計画画のの策策定定とと実実施施、、評評価価  

・第２期五か年計画（令和 2-6 年）の２年度目として、令和３年度事業計画を立て、事業運営を行っ
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た。実績をまとめ運営委員会に報告した。 
  

（（２２））外外部部評評価価委委員員会会にによよるる評評価価とと運運営営へへのの反反映映  

・第２期五か年計画（令和 2-6 年）の２年度目として、令和３年度事業計画を立て、事業運営を行っ

た。実績をまとめ外部評価委員会に報告し評価を得た。（Ⅳ.外部評価委員会開催と外部評価委員

による講評を参照）  

  

（（３３）） 運運営営委委員員会会のの開開催催  

・COVID-19 感染防止のため、オンラインによる会議を３回実施した。 

  第 1 回令和 3 年 5 月 11 日 (Zoom によるオンライン会議) 

  第 2 回令和 3 年 10 月 5 日（Zoom によるオンライン会議） 

第 3 回令和 4 年 2 月 15 日（Zoom によるオンライン会議） 

  

（（４４）） 教教育育実実践践研研究究部部会会のの開開催催  

・亥鼻 IPE の評価とコンテンツ検討会議を開催した。令和 4 年 2 月 7 日実施。 
  

３３））IIPPEERRCC  のの将将来来構構想想  

（（１１））IIPPEERRCC をを含含むむ総総合合教教育育棟棟のの概概算算要要求求  

・千葉大学のマスタープランのヒアリングに酒井センター長および井出准教授が出席し、IPERC の

将来構想について提示した。 
  

（（２２））専専門門職職連連携携学学のの構構築築をを目目指指ししたた大大学学院院ににおおけけるる履履修修証証明明ププロロググララムムのの導導入入やや副副専専攻攻のの設設置置なな

どどのの検検討討  

・看護学研究院の大学院科目に「専門職連携教育論」「専門職連携実践論」「災害時専門職連携演

習」における教育プログラムの実施評価を蓄積し、履修証明プログラム構築のための基礎資料を

作成した。 
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ⅣⅣ．．外外部部評評価価委委員員会会開開催催とと外外部部評評価価委委員員にによよるる講講評評  
 
１１．．令令和和３３年年度度（（22002211 年年度度））外外部部評評価価委委員員会会のの開開催催    

 
千葉大学大学院看護学研究科附属専門職連携教育研究センター外部評価委員会に関する内規に基づ

き、令和３年度外部評価委員会を計画した。COVID-19 拡大防止対策のため、Zoom によるオンライ

ン会議として開催した。 
 
日 時：令和 4（2022）年 3 月 14 日（月）15:00～16:30 
 
会議出席者 （五十音順） 

外部評価委員 5 名   新井委員、井手委員、川島委員、鈴木委員、渡邊委員: （p6 参照) 

          千葉大学関係者 15 名 

諏訪研究院長、酒井センター長 

（以下運営委員）朝比奈特任教授、飯野講師、井出准教授、石川助教、石橋准教授、伊藤教授、 

上原教授、菊田副看護部長、鈴木准教授、孫特任講師、中口准教授、馬場特命助手、眞嶋教授 

 
２２．．外外部部評評価価委委員員にによよるる講講評評  

外部評価委員には、令和３年度の事業実績について、「A：計画より進捗している、B：計画通

り進捗している、C：計画よりやや遅れがある、D：計画よりかなり遅れがある」の評価基準での

評価と総合評価コメントをいただいた。外部評価委員からの評価コメント（原文のまま）を掲載す

る。 
 IPERC 

自己評価 
外部評価委員評価 

A 評価 B 評価 C 評価 D 評価 
１．教育 B 2 名 3 名   
２．実践・社会貢献 A 5 名    
３．研究 B 1 名 4 名   
４．組織運営 B 3 名 2 名   

 
【総合評価コメント】 

Ａ

委

員 

教育、実践・社会貢献、研究、組織運営のいずれの面においても、コロナ禍の中での尽力・工

夫が随所にみられ、また、自己評価の視点も適切であると判断する。プログラムのプロダクトを

評価すると同時に学生同士のフィードバックを重視しているとのことだが、形成的評価における

重要な視点なので今後も留意してほしい。CICS29 は、汎用性のある取り組みであり、高く評価

されよう。もっと重点的にアピールされてよい。ただ、研究利用と一口に言っても様々なアプロ

ーチがあると思われるので、そのあたりの知見も整理されるとより有意義な展開が期待できると

思われる。IPE の千葉大学全体の中での位置づけも、それなりに模索されているようで、大いに

期待したい。医療系にとどまらず全学に波及すれば、大学教育の新しいイノベーションの一つに

なりうるであろう。IPE の大学院での制度的枠組みの今後と合わせて注目したいところである。 

Ｂ 
委

員 

昨年度、今年度と新型コロナの影響を受け、従来とは違ったオンラインによる講義やグループ

ワークをせざるを得ない状況となったが、こうした取組みが逆に功を奏し、先進的な取組みとな

っているのではないかと思いました。 
 このことは、IPE プログラムを看護学研究科の大学院科目にも「専門職連携教育論」として加

えたことからも言えると思います。 
 地域で公衆衛生看護をしている立場として、大学教育から他職種と連携の意義を学んだ学生が

現場に出てきてくれることは大変頼もしく思います。 
 また、千葉大学内にとどまらず、他大学や国内外に拡げていく取り組みにも大変評価に値する

ものと思いました。 
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Ｃ

委

員 

コロナ禍における様々な制約の中、特に ICT を使用した IPE が発展していることは非常に評価

できる。これは、国内の専門職連携教育のみならず、高等教育における領域を超えたグループ学

習・グローバル教育や、実践における部門・領域を超えたコミュニケーション・システムのイノ

ベーションをもたらすと考えられる。すでに実践・社会貢献の分野、IPERC の将来構想において

もその応用が途についていることが伺え、今後の更なる発展を期待したい。 
今回示されたデータや評価の議論の中で、学生グループ間や学部間での学習満足度のばらつき

に対するフォローアップの必要性が示唆された。学部教育の段階では、いわゆる「パフォーマン

スの高いチーム活動」からの学びだけではなく、なかなか活動がうまく進まない「停滞したチー

ム活動」から学ぶことも重要であると考えられる。困難なチーム状況からいかに学びを引き出す

かについて、さらに研究が重ねられ、効果的なファシリテーションやプログラムの展開方法につ

いて、議論が発展することを期待したい。 

Ｄ

委

員 

教育では、昨年来のコロナ感染拡大の下で e-learning や ZOOM のブレイクアウトルーム等の

活用／運営を進化させた授業で学習効果を上げている点が評価できます。Step1～4 の満足度推移

は昨年から改善は見られているもののバラツキが残っている事やオンラインでのチームビルディ

ング等に改善の余地があると思われ B 評価が妥当と判断します。 
 実践・社会貢献では、IPE カリキュラム＆授業開発研修、IPW ベーシック研修／マネジメント

研修、多職種協働実践能力向上のための研修などを多様な組織や団体に提供し高い評価を得てい

ます。また、CICS29 が多くの大学や保健医療福祉機関から使用許諾を求められる等計画以上の

進捗がみられていることを踏まえ A 評価とします。 
 研究では、医学部、看護学部、薬学部教員の IPE研究サポートや IPW、IPE の理論化への取り

組みを通じての科学研究費補助金獲得や研究成果の発信にも成果を計画通り上げることができて

おり B 評価とします。 
組織運営では、酒井センター長の「毎年新しい事にチャレンジする」リーダーシップの下で着

実に PDCA サイクルを回されており A 評価とします。 
なお、研究業績(資料 2-6)、IPERC への寄付金および事業委託費(資料 2-7)の集計については、

他大学あるいは平均的な指標との差異、過去 2-3 年の推移等を加味する等で、より価値が判断し

やすいまとめ方を工夫されるよう望みます。 

Ｅ

委

員 

１．教育：ICT を利用したオンライン授業が十分構築されている。特に附属病院でのクリニカル

IPE が新型コロナ感染症の蔓延する中でも実施されていることは、附属病院の深い理解と大き

な支援があり、学部を超えて大学全体での支援体制があると評価される。コロナ感染症沈静後

の IPE における ICT の活用にも具多的なビジョンを持っている。工学部一年生の満足度が比較

的低いが、高い期待を持った新入生が期待通りでないと評価することは世界共通であり、欠点

ではない。むしろ、工学部の取組となるが、全カリキュラムにおける包括的な教育プログラム

内での実施等でより高い IPW の大切さの理解が期待できる。 
２．実践・社会貢献：IPE 教育の普及に寄与する研修会が着実に実施されており、全国的に周知

が進んでおり、本センターの貢献が着実に実施されていると評価される。 
３．研究：科学研究費の獲得、論文の発表等、研究成果は計画通りに進捗している。 
４．組織運営：社会貢献で実施する研修会、また複数の行政から理解・期待により経済的基盤が

整えられてきた。全学的な視点から本センターの将来構想に対する活動が実施されている。ま

た附属病院での多職種連携文化による卒後 IPE の充実に大きな期待がもてる。このことは具体

的なエビデンスはないが、本センターの行う IPE 教育のインパクトを感じた。 
  
３３．．外外部部評評価価委委員員のの講講評評ののままととめめ  

 
PDCA サイクルによるセンター運営を行う上で重要な外部評価を受けた。5 名の外部評価委員

は、高等教育の専門家、IPE に精通している他大学の教員（異領域から 2 名）、県内地方自治体の

保健福祉分野の行政職、亥鼻 IPE の協力者という多方面からご参集いただいた。以下、委員の評

価・コメントを踏まえて今後の課題を記載した。 
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１１））教教育育ににつついいてて  
 COVID-19対策によるメディア授業への転換が軌道に乗った本年度であった。ICTを活用した授業

の工夫が、単なる応急措置ではなく、コミュニケーション・システムのイノベーションをもたら

し、先進的な取り組みになりうる点をご指摘いただいた。今後も学生からの反応、教員からの反

応、学習成果物の質等を分析しながら形成的評価を行い、最善の方法を探りながら実施していきた

い。各学部間の学習到達度や満足度の差を減らしていくことが課題である。 

 大学院における IPEプログラムの発展については、看護学研究科の再編に絡めて3科目を設置し、

大学院共通科目とした。これにより、センターのビジョンである専門職連携学の構築に向けて、一

歩前進した。受講状況や教育評価を行いさらに発展に向けて課題を明確にし、取り組んでいきた

い。 

 
２２））実実践践・・社社会会貢貢献献ににつついいてて  
 IPE カリキュラムマネジメント＆授業開発研修、IPW マネジメント研修、IPW ベーシック研修を

はじめとして、大学病院での現任者への IPE プログラムの模索についても評価していただいた。

CICS29 の使用への需要が多数あることについて、計画以上の進捗と評価を頂いた。これらの社会貢

献活動についても、効果評価やプロセス評価を行い、PDCA サイクルによりさらに改善・充実をは

かりたい。  

 
３３））研研究究ににつついいてて  
 研究費の獲得や研究実績の蓄積について、一定の評価をいただいた。今後も、リサーチミーティ

ングの開催による研究推進や国内外の学会等での発信、論文化について一層努力していきたい。 

 

４４））組組織織運運営営ににつついいてて  
研究に関する外部資金、企業からの寄付や研修事業による収益を得て運営の安定化を図ったこと

や、PDCA を回し改善を図っている努力について評価いただいた。また全学的視点からのセンター

の将来構想や、常に新しいことへのチャレンジをするという姿勢について評価を頂いた。 

今後も IPERC のビジョンの達成に向けて少しでも歩みを進めていきたい。 
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32

1 
13

2 
79

 
45

 
25

6 
11

 
17

 
10

 
38

 
12

23
 

20
19

 
12

3 
82

 
89

 
46

 
34

0 
11

6 
81

 
85

 
28

2 
12

2 
81

 
55

 
3 

26
1 

11
8 

16
0 

51
 

32
9 

14
 

14
 

17
 

45
 

12
57

 
20

20
 

11
7 

80
 

93
 

41
 

33
1 

12
4 

84
 

88
 

29
6 

11
0 

84
 

43
 

0 
23

7 
11

8 
80

 
44

 
24

2 
- 

- 
- 

- 
11

06
 

20
21

 
11

6 
82

 
95

 
50

 
34

3 
11

3 
77

 
93

 
28

3 
12

9 
77

 
57

 
0 

26
3 

10
9 

81
 

41
 

23
1 

8 
12

 
9 

29
 

11
49

 
 

 
 

 
 

44
87

 
 

 
 

39
37

 
 

 
 

 
32

91
 

 
 

 
29

65
 

 
 

 
21

4  
14

89
4 
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 教
員

及
び

外
部

機
関

専
門

職
 

（
総

計
15

61
名

）
 

 
 

 
 

 
*医

学
部

は
附

属
病

院
医

師
含

む
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

**
附

属
病

院
は

医
師

以
外

 
 

 

年
次

 

St
ep

1（
教

員
、

外
部

機
関

専
門

職
）

 
St

ep
2（

教
員

、
外

部
機

関
専

門
職

）
 

St
ep

3（
教

員
、

外
部

機
関

専
門

職
）

 
＊ 医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

⼯ 学 部  

そ の 他  

計  

＊ 医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

** 附 属 病 院  

外 部 機 関  

計  

＊ 医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

** 附 属 病 院  
外 部 機 関  

計  

20
07

~2
01

0 
31

 
44

 
37

 
- 

 
 

11
2 

- 
- 

- 
‐

 
- 

0 
- 

- 
- 

‐
 

- 
0 

20
11

 
8 

10
 

10
 

- 
 

 
28

 
- 

- 
- 

‐
 

- 
0 

- 
- 

- 
‐

 
- 

0 
20

12
 

8 
11

 
9 

- 
 

 
28

 
- 

- 
- 

‐
 

- 
0 

- 
- 

- 
‐

 
- 

0 
20

13
 

13
 

14
 

13
 

- 
 

 
40

 
4 

6 
5 

 
 

0 
15

 
4 

6 
5 

0 
- 

15
 

20
14

 
12

 
15

 
15

 
- 

 
 

42
 

5 
5 

7 
 

 
0 

17
 

4 
10

 
6 

3 
40

 
63

 
20

15
 

17
 

12
 

6 
- 

 
 

35
 

7 
7 

6 
 

 
22

 
42

 
15

 
8 

5 
3 

24
 

55
 

20
16

 
16

 
10

 
7 

 
 

 
 

33
 

6 
6 

7 
2 

1 
22

 
7 

13
 

6 
3 

1 
30

 
20

17
 

14
 

11
 

7 
10

 
 

 
42

 
6 

6 
6 

2 
1 

21
 

8 
10

 
6 

‐
 

- 
24

 
20

18
 

12
 

9 
6 

12
 

 
 

39
 

7 
5 

5 
1 

0 
18

 
9 

9 
6 

- 
- 

24
 

20
19

 
18

 
9 

7 
13

 
 

 
47

 
12

 
6 

5 
1 

0 
24

 
12

 
11

 
7 

- 
 

 
30

 
20

20
 

5 
16

 
7 

3 
 

 
31

 
4 

16
 

5 
0 

0 
25

 
11

 
15

 
8 

- 
 

 
34

 
20

21
 

11
 

13
 

7 
12

 
4 

43
 

11
 

9 
4 

1 
0 

25
 

10
 

9 
8 

- 
- 

27
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 （
前

頁
続

き
表

）
 

年
次

 

St
ep

4 
ク

リ
ニ

カ
ル

IP
E 

合
計

 
医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

附
属

病
院

 

外 部 機 関  

計  

医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

附
属

病
院

 

計
 

医 師  

看 護 師  

薬 剤 師  

作 業 療 法 ⼠  

理 学 療 法 ⼠  

⾔ 語 聴 覚 ⼠  

社 会 福 祉 ⼠  

⼼ 理 カ ウ ン セ ラ �  

遺 伝 カ ウ ン セ ラ �  

管 理 栄 養 ⼠  

医 師  
看 護 師  

薬 剤 師  

20
07

~2
01

0 
1 

2 
2 

11
 

10
 

3 
3 

3 
2 

6 
1 

1 
4 

 
 

49
 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
49

 
20

11
 

2 
6 

2 
9 

6 
1 

3 
3 

2 
3 

1 
1 

2 
1 

42
 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
15

4 
20

12
 

3 
4 

2 
11

 
7 

3 
2 

3 
1 

5 
1 

1 
4 

 
 

47
 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
75

 
20

13
 

5 
6 

3 
9 

9 
3 

3 
3 

1 
5 

1 
2 

4 
 

 
54

 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

82
 

20
14

 
3 

5 
3 

10
 

9 
3 

3 
3 

1 
4 

1 
1 

4 
 

 
50

 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

12
0 

20
15

 
1 

8 
5 

16
 

9 
3 

3 
3 

2 
5 

1 
1 

4 
 

 
61

 
2 

4 
1 

3 
2 

0 
12

 
19

5 
20

16
 

1 
9 

7 
14

 
9 

4 
3 

3 
2 

7 
0 

2 
4 

 
 

65
 

2 
5 

2 
13

 
22

 
19

 
63

 
26

0 
20

17
 

2 
7 

6 
13

 
9 

5 
3 

3 
1 

7 
1 

2 
4 

 
 

63
 

2 
8 

3 
14

 
20

 
14

 
61

 
20

9 
20

18
 

1 
10

 
5 

15
 

10
 

5 
4 

4 
2 

4 
1 

2 
4 

 
 

67
 

2 
8 

2 
9 

15
 

12
 

48
 

19
6 

20
19

 
2 

7 
5 

16
 

11
 

5 
3 

3 
2 

7 
1 

0 
4 

 
 

66
 

2 
8 

3 
13

 
13

 
15

 
54

 
22

1 
20

20
 

3 
12

 
5 

11
 

11
 

5 
2 

3 
1 

7 
1 

1 
3 

 
 

65
 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
15

4 
20

21
 

8 
8 

7 
10

 
11

 
5 

3 
3 

1 
7 

2 
1 

4 
 

 
70

 
3 

7 
2 

9 
15

 
10

 
46

 
21

1 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

15
61
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 協
力

TA
 [⼤

学
院

⽣
]（

総
計

23
6

名
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
次

 

St
ep

1 
St

ep
2 

St
ep

3 
St

ep
4 

合
計

 

医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

計  

医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

計  

医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

そ の 他  

計  

医 学 部  

看 護 学 部  

薬 学 部  

そ の 他  
計  

 

20
07

~2
01

0 
18

 
37

 
34

 
89

 
1 

5 
0 

6 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
 

 
- 

95
 

20
11

 
1 

17
 

2 
20

 
2 

7 
0 

9 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
 

 
- 

29
 

20
12

 
0 

9 
0 

9 
4 

2 
0 

6 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
 

 
- 

15
 

20
13

 
4 

4 
3 

11
 

6 
3 

0 
9 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

- 
- 

 
 

- 
20

 
20

14
 

0 
5 

2 
7 

0 
3 

2 
5 

0 
2 

0 
1 

3 
1 

2 
1 

 
 

4 
19

 
20

15
 

1 
4 

0 
5 

2 
2 

0 
4 

2 
1 

0 
1 

4 
2 

3 
1 

 
 

6 
19

 
20

16
 

1 
3 

0 
4 

0 
1 

1 
2 

1 
0 

0 
0 

1 
1 

3 
0 

1 
5 

12
 

20
17

 
1 

2 
4 

7 
1 

0 
5 

6 
1 

2 
2 

0 
5 

4 
1 

4 
0 

9 
27

 
20

18
 

0 
2 

4 
6 

2 
0 

4 
6 

0 
1 

2 
0 

3 
0 

2 
6 

0 
8 

23
 

20
19

 
3 

7 
2 

12
 

3 
6 

3 
12

 
0 

3 
2 

0 
5 

3 
0 

2 
1 

6 
35

 
20

20
 

0 
1 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

1 
20

21
 

0 
3 

2 
5 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

5 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

30
0  
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 実
習

協
力

施
設

（
総

計
69

1
施

設
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
次

 

St
ep

1 
St

ep
2 

ク
リ

ニ
カ

ル
IP

E 

合
計

 
病 院  

福 祉 施 設  

病 院  

診 療 所  

薬 局  

訪 問 看 護  

ス テ � シ � ン  

回 復 期 リ ハ ビ リ

テ � シ � ン 病 棟  

保 健 機 関 ・  

介 護 福 祉 施 設  

計  

附 属 病 院  

診 療 科  

20
07

~2
01

0 
24

 
0 

15
 

32
 

52
 

25
 

- 
21

 
14

5 
- 

16
9 

20
11

 
6 

0 
5 

11
 

15
 

11
 

- 
8 

50
 

- 
56

 
20

12
 

6 
0 

5 
9 

22
 

9 
- 

4 
49

 
- 

55
 

20
13

 
6 

0 
6 

12
 

21
 

6 
- 

3 
48

 
- 

54
 

20
14

 
7 

0 
6 

11
 

17
 

6 
3 

2 
45

 
- 

52
 

20
15

 
6 

0 
6 

11
 

15
 

5 
4 

3 
44

 
2 

52
 

20
16

 
6 

0 
7 

11
 

15
 

5 
6 

3 
47

 
10

 
63

 
20

17
 

7 
0 

11
 

10
 

15
 

5 
3 

5 
49

 
12

 
68

 
20

18
 

7 
0 

7 
11

 
13

 
5 

3 
3 

42
 

9 
58

 
20

19
 

8 
0 

5 
14

 
17

 
5 

3 
2 

46
 

10
 

64
 

20
20

 
0 

1 
1 

5 
5 

1 
0 

1 
13

 
‐

 
13

 
20

21
 

2 
1 

5 
6 

11
 

4 
2 

2 
33

 
6 

42
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

74
6 
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 FD
/S

D
の

参
加

者
数

（
総

計
14

56
名

）
 

*2
01

6〜
亥

⿐
FD

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

 
 

 
 

年
次

 
St

ep
1 

St
ep

2 

St
ep

3 
St

ep
4 

*そ
の

他
 

合
計

 

 
 

 
授

業
に

協
力

い
た

だ
い

た
患

者
団

体
(総

計
81

団
体

）
 

実 習 施 設  

担 当 者  

フ � シ リ  

テ � タ �  

 
 

 

20
07

~2
01

0 
88

 
44

 
- 

- 
28

 
10

5 
26

5 
 

 
 

20
07

~2
01

0 
48

 
20

11
 

17
 

33
 

- 
- 

23
 

- 
73

 
 

 
 

20
11

 
17

 
20

12
 

17
 

31
 

- 
- 

17
 

- 
65

 
 

 
 

20
12

 
2 

20
13

 
20

 
17

 
- 

- 
25

 
- 

62
 

 
 

 
20

13
 

2 
20

14
 

31
 

15
 

- 
61

 
25

 
- 

13
2 

 
 

 
20

14
 

2 
20

15
 

10
 

28
 

43
 

52
 

24
 

22
 

17
9 

 
 

 
20

15
 

2 
20

16
 

21
 

42
 

- 
29

 
35

 
54

 
18

1 
 

 
 

20
16

 
2 

20
17

 
23

 
21

 
- 

21
 

29
 

13
4 

22
8 

 
 

 
20

17
 

2 
20

18
 

22
 

36
 

- 
16

 
25

 
43

 
14

2 
 

 
 

20
18

 
2 

20
19

 
17

 
28

 
- 

22
 

26
 

36
 

12
9 

 
 

 
20

19
 

2 
20

20
 

 
 

 
 

 
 

 
 

29
 

35
 

64
 

 
 

 
20

20
 

3 
20

21
 

29
 

49
 

- 
 

 
 

 
21

 
99

 
 

 
 

20
21

 
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
16

19
 

 
 

 
 

 
86
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30  

（（資資料料２２））IIPPEERRCC 主主催催研研修修受受講講者者  
IPE カリキュラムマネジメント＆授業開発研修の参加者 

所属 領域 都道府県 人数 
⼤学 看護 埼玉県 1 

愛知県 2 
兵庫県 1 

専門学校 看護 ⼤阪府 1 
 

IPW ベーシック研修、IPW マネジメント研修の参加者 
【理論編】 23 名 

所属 職種 都道府県 人数 
医療機関 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

看護職 
  
  
  
  
  

千葉県 2 
神奈川県 1 
秋田県 1 
京都府 1 
愛媛県 1 
⼤分県 1 

薬剤師 
  

茨城県 1 
神奈川県 1 

理学療法⼠ 千葉県 2 
研究員・⼼理⼠ 埼玉県 1 
管理栄養⼠ 千葉県 1 

⼤学・短期⼤学・専門学校 
  
  
  
  
  

看護学 
  
  
  
  
  

広島県 1 
⻘森県 1 
⼤阪府 1 
東京都 1 
岐阜県 1 
佐賀県 1 

介護老人保健施設 看護職 神奈川県 1 
その他 
  
  

看護職 京都府 1 
スクールソーシャルワーカー 香川県 1 
事務職 東京都 1 
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30  

（（資資料料２２））IIPPEERRCC 主主催催研研修修受受講講者者  
IPE カリキュラムマネジメント＆授業開発研修の参加者 

所属 領域 都道府県 人数 
⼤学 看護 埼玉県 1 

愛知県 2 
兵庫県 1 

専門学校 看護 ⼤阪府 1 
 

IPW ベーシック研修、IPW マネジメント研修の参加者 
【理論編】 23 名 

所属 職種 都道府県 人数 
医療機関 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

看護職 
  
  
  
  
  

千葉県 2 
神奈川県 1 
秋田県 1 
京都府 1 
愛媛県 1 
⼤分県 1 

薬剤師 
  

茨城県 1 
神奈川県 1 

理学療法⼠ 千葉県 2 
研究員・⼼理⼠ 埼玉県 1 
管理栄養⼠ 千葉県 1 

⼤学・短期⼤学・専門学校 
  
  
  
  
  

看護学 
  
  
  
  
  

広島県 1 
⻘森県 1 
⼤阪府 1 
東京都 1 
岐阜県 1 
佐賀県 1 

介護老人保健施設 看護職 神奈川県 1 
その他 
  
  

看護職 京都府 1 
スクールソーシャルワーカー 香川県 1 
事務職 東京都 1 

 
 
  

31  

【IPW ベーシック研修 実践編】  36 名 
職種間の理解 7 名 

所属 職種 都道府県 人数 計 
医療機関 
  
  
  
  

薬剤師 神奈川県 1 5 

看護師 
  
  

神奈川県 1 

千葉県 1 

⼤分県 1 

理学療法⼠ 千葉県 1 

⼤学・専門学
校 
  

看護師・保健
師 

岐阜県 1 2 

看護学 佐賀県 1 

  
チーム内の効果的なコミュニケーション 6 名 

所属 職種 都道府県 人数 計 
医療機関 
  
  

薬剤師 神奈川県 1 4 

看護師 ⼤分県 1 

理学療法⼠ 千葉県 2 

⼤ 学 ・ 専 門 学
校 

看護学 佐賀県 1 1 

その他 事務職 東京都 1 1 

  
チームワークの促進スキル 8 名 

所属 職種 都道府県 人数 計 
医療機関 
  
  
  
  

薬剤師 茨城県 1 5 

看護師 
  
  

神奈川県 1 

千葉県 1 

⼤分県 1 

理学療法⼠ 千葉県 1 

⼤ 学 ・ 専 門 学
校 
  

保健師 東京都 1 2 

看護学 佐賀県 1 

その他 看護師 京都府 1 1 
 

対立の解決 7 名 

所属 職種 都道府県 人数 計 

医療機関 
  
  
  

看護師 神奈川県 1 4 
  
  

看護師 千葉県 1 

診療看護師 ⼤分県 1 

理学療法⼠ 千葉県 1 

⼤学・専門学
校 

看護学 佐賀県 1 1 

その他 
  

看護師 京都府 1 2 

事務職 東京都 1 

  
多職種カンファレンス 8 名 

所属 職種 都道府県 人数 計 
医療機関 
  
  
  
  

看護師 
  
  

神奈川県 1 6 
  
  
  

千葉県 2 

⼤分県 1 

理学療法⼠ 千葉県 1 

管理栄養⼠ 千葉県 1 

専門学校 看護学 佐賀県 1 1 

その他 看護師 京都府 1 1 
 

【IPW マネジメント研修 実践編】   2 名 
 

所属 職種 都道府県 人数 計 

医療機関 薬剤師 茨城県 1 2 

短期⼤学・専門学校 看護学 愛知県 1 
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 （（
資資

料料
３３

））
地地

域域
貢貢

献献
事事

業業
実実

績績
 

【【
国国

内内
】】

 
    

  
  

  
 

依依
頼頼

内内
容容

のの
種種

類類
 

依依
頼頼

主主
種種

別別
 

依依
頼頼

主主
 

案案
件件

 
内内

容容
 

日日
にに

ちち
 

時時
間間

帯帯
 

場場
所所

 
対対

応応
者者

 

11
 

事
業

委
託

 
行

政

機
関

 
千

葉
県

高
齢

者

福
祉

課
 

委
託

事
業

 
認

知
症

に
か

か
わ

る
専

門
職

の
多

職
種

協
働

研

修
 

2
02

1
.1

2
.1

9
 

 2
0
22

.1
.2

9 
9
:3

0-

1
6
:0

0  
オ

ン
ラ

イ
ン

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 諏
訪

さ
ゆ

り
教

授
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

22
 

主
催

事
業

 
 

 
IP

E
R

C
 

主
催

事
業

 
IP

E
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
＆

授
業

開
発

研

修
 

2
0
2
1
.8

.2
2

 
 2

0
21

.1
1.

23
 

9
:3

0-

1
6
:0

0  
オ

ン
ラ

イ
ン

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

33
 

主
催

事
業

 
 

 
IP

E
R

C
 

主
催

事
業

 
IP

W
ベ

ー
シ

ッ
ク

研
修

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
【
理

論

編
】  

2
0
2
1
.4

.1
～

1
.3

1  
 

 
オ

ン
ラ

イ
ン

（
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）

 
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長

 
 井

出
成

美
准

教
授

 

44
 

主
催

事
業

 
 

 
IP

E
R

C
 

主
催

事
業

 
IP

W
ベ

ー
シ

ッ
ク

研
修

実
践

編
 

2
02

1
.1

0
.1

2
 

 2
0
21

.1
0.

26
 

 2
0
21

.1
1.

16
 

 2
0
21

.1
1.

30
 

 2
0
21

.1
2.

14
 

1
6
:0

0
-

1
9
:0

0  
オ

ン
ラ

イ
ン

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

55
 

主
催

事
業

 
 

 
IP

E
R

C
 

主
催

事
業

 
IP

W
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
実

践
編

 
2
0
2
2
.1

.2
2

 
1
0
:0

0
-

1
6
:0

0  
オ

ン
ラ

イ
ン

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

66
 

講
師

派
遣

 
そ

の

他
 

(株
)医

学
書

院
 

看
護

出
版

部
 

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

編
成

準
備

セ
ミ

ナ
ー

2
02

1
」講

師
 

「
専

門
職

連
携

教
育

の
理

解
と

導
入

」
の

振
り

返
り

と
ご

質
問

か
ら

：
専

門
職

連
携

教
育

（
IP

E
）
の

実
践

 

千
葉

大
学

亥
鼻

IP
E

で
の

内
容

を
中

心
に

①
亥

鼻

IP
E

の
学

習
目

標
と

学
習

内
容

お
よ

び
評

価
②

亥

鼻
IP

E
の

実
施

体
制

③
学

生
の

声
・
反

応
、

協
力

施
設

と
の

連
携

方
法

④
IP

E
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

⑤
コ

ス
ト

面
の

工
夫

に
つ

い
て

解
説

 

2
0
2
1
.5

.1
7

 
 

 
(株

)医
学

書
院

  
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長
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依依
頼頼

内内
容容

のの
種種

類類
 

依依
頼頼

主主
種種

別別
 

依依
頼頼

主主
 

案案
件件

 
内内

容容
 

日日
にに

ちち
 

時時
間間

帯帯
 

場場
所所

 
対対

応応
者者

 

77
 

講
師

派
遣

 
職

能
団

体
 

東
京

都
看

護
協

会
 

看
護

師
職

能
委

員

会
Ⅱ

企
画

研
修

 
看

護
管

理
者

の
サ

ー
ビ

ス
の

質
管

理
 

2
0
2
1
.5

,2
1

 
9
:3

0-

1
6
:3

0  
東

京
都

看
護

協

会
 

 
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長

 

88
 

講
師

派
遣

 
他

大
学

 
淑

徳
大

学
 

こ
ど

も

教
育

学
科

 
講

演
 

中
国

の
教

育
 

2
0
2
1
.6

.2
5

 
1
4
:3

0
-

1
6
:0

0  

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

（
Z
o
o
m

＆
淑

徳

大
学

）  
特

任
 

孫
佳

茹
 

99
 

講
師

派
遣

 
他

大
学

 
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

 
F
D

・
S
D

研
修

会
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

に
お

け
る

E
B

P
実

装
研

究
の

実
際

 
2
0
2
1
.7

.2
4
 

 
1
3
:0

0
-

1
6
:0

0
 

 
オ

ン
ラ

イ
ン

 
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長

 

11
00

 
講

師
派

遣
 

学
内

 
千

葉
大

学
医

学
部

附
属

病
院

 
特

定
行

為
研

修
 

チ
ー

ム
医

療
研

修
 

2
0
2
1
.7

.3
0

 
1
3
:0

0
-

1
7
:0

0  
オ

ン
ラ

イ
ン

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

11
11

 
講

師
派

遣
 

他
大

学
 

群
馬

大
学

多
職

種

連
携

教
育

研
究

研

修
セ

ン
タ

ー
 

T
he

 8
th

 G
u
nm

a 

U
n
iv

e
rs

it
y 

IP
E
 

T
ra

in
in

g 
C

o
u
rs

e  

D
e
ve

lo
pm

e
n
t,
 O

pe
ra

ti
o
n
, 
an

d 

F
u
tu

re
 E

xp
e
ct

at
io

n
 o

f 
In

o
h
an

a 

IP
E
.  

2
0
2
1
.8

.2
5

 
1
5
:0

0
-

1
5
:5

0
 

 
オ

ン
ラ

イ
ン

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

 D
av

ud
 C

as
en

ov
e

講
師

 

11
22

 
講

師
派

遣
 

職
能

団
体

 
千

葉
県

看
護

協
会

 
第

20
回

認
定

看

護
管

理
者

教
育

課

程
セ

カ
ン

ド
レ

ベ
ル

 
総

合
演

習
Ⅱ

 
2
0
2
1
.9

.1
3

 
9
:3

0-

1
2
:3

0
 

 
千

葉
県

看
護

会

館
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

11
33

 
講

師
派

遣
 

職
能

団
体

 
静

岡
県

看
護

協
会

 
教

員
講

習
会

 
専

門
職

連
携

教
育

と
は

 
2
0
2
1
.9

.2
7

 
9
:3

0-

1
6
:3

0  
オ

ン
ラ

イ
ン

 
井

出
成

美
准

教
授

 

11
44

 
講

師
派

遣
 

保
健

医
療

福

祉
機

関
 

千
葉

中
央

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
 

第
14

回
M

＆
M

．
 

せ
ん

も
う

ケ
ア

チ
ー

ム
の

先
進

的
知

識
 

2
02

1
.1

0
.1

4
 

1
7
:3

0
-

1
9
:0

0  
千

葉
中

央
メ

デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
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依依
頼頼

内内
容容

のの

種種
類類

 
依依

頼頼
主主

種種
別別

 
依依

頼頼
主主

 
案案

件件
 

内内
容容

 
日日

にに
ちち

 
時時

間間
帯帯

 
場場

所所
 

対対
応応

者者
 

11
55

 
講

師
派

遣
 

大
学

以
外

の

教
育

機
関

 
青

森
県

八
戸

北
高

等
学

校
 

大
学

の
先

生
に

よ
る

出

張
講

義
 

専
門

分
野

に
関

す
る

模
擬

講
義

 
2
02

1
.1

0
.1

9
 

1
3
:0

5
-1

5
:5

0 
オ

ン
ラ

イ
ン

 
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長

 

11
66

 
講

師
派

遣
 

職
能

団
体

 
東

京
都

看
護

協
会

 
認

定
看

護
管

理
者

教

育
課

程
フ

ァ
ー

ス
ト

レ

ベ
ル

第
1

回
、

第
2

回
 

質
管

理
Ⅰ

 
2
02

1
.1

1
.1

5
 

9
:3

0-
16

:3
0 

オ
ン

ラ
イ

ン
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

11
77

 
講

師
派

遣
 

職
能

団
体

 
神

奈
川

県
看

護
協

会
 

令
和

3
年

度
介

護
保

険
施

設
等

看
護

研
修

Ⅲ
 

介
護

保
険

施
設

の
看

護
管

理
者

の
役

割
と

責
務

 
2
02

1
.1

2
.2

 
 

9
:3

0-
12

:3
0
 

 
オ

ン
ラ

イ
ン

 
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長

 

11
88

 
講

師
派

遣
 

職
能

団
体

 
東

京
都

看
護

協
会

 
認

定
看

護
管

理
者

教

育
課

程
フ

ァ
ー

ス
ト

レ

ベ
ル

第
3

回
 

質
管

理
Ⅰ

 
2
02

1
.1

2
.2

0
 

 
9
:3

0-
16

:3
0 

オ
ン

ラ
イ

ン
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

11
99

 
講

師
派

遣
 

学
内

 
千

葉
大

学
医

学
部

附
属

病
院

 

地
域

密
着

介
護

・
医

療

D
X

人
材

育
成

プ
ロ

グ

ラ
ム

 
IP

C
P

の
ス

キ
ル

 
2
02

1
.1

2
.2

5
 

9
:0

0-
16

:0
0 

オ
ン

ラ
イ

ン
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 孫
佳

茹
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

22
00

 
講

師
派

遣
 

そ
の

他
 

全
国

助
産

師
教

育

協
議

会
 

将
来

構

想
委

員
会

 
講

演
 

助
産

師
教

育
協

議
会

会
員

に
対

し
す

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
の

基
礎

に
つ

い
て

「
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
と

は
 

そ
の

工
夫

と
留

意

点
」
と

い
う

タ
イ

ト
ル

で
講

演
 

2
0
2
2
.1

.3
0

 
1
0
:0

0
-1

1
:1

0 
オ

ン
ラ

イ
ン

 
特

任
 

臼
井

い
づ

み
 

22
11

 
講

師
派

遣
 

そ
の

他
 

千
葉

市
中

央
区

葛

城
地

区
避

難
所

運

営
委

員
会

 
委

託
事

業
 

避
難

所
運

営
ゲ

ー
ム

H
U

G
の

実

際
 

2
0
2
2
.2

.1
7

 
1
5
:3

0
-1

7
:3

0 
葛

城
公

民
館

 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

 井
出

成
美

准
教

授
 

 臼
井

い
づ

み
特

任
講

師
 

 馬
場

由
美

子
特

命
助

手
 

22
22

 
講

師
派

遣
 

学
会

 
日

本
保

健
医

療
福

祉
連

携
教

育
学

会
 

第
2

回
多

職
種

教
育

勉
強

会
 

亥
鼻

IP
E

に
お

け
る

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
お

よ
び

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
再

設

計
 

2
0
2
2
.3

.2
5

 
1
6
:0

0
-1

7
:4

0 
オ

ン
ラ

イ
ン

 
酒

井
郁

子
セ

ン
タ

ー
長
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依依
頼頼

内内
容容

のの
種種

類類
  

依依
頼頼

主主
種種

別別
  

依依
頼頼

主主
  

案案
件件

  
内内

容容
  

日日
にに

ちち
  

時時
間間

帯帯
  

場場
所所

  
対対

応応
者者

  

22
33
  

C
IC

S
2
9
 

他
大

学
 

佐
賀

大
学

 先
進

健
康

科
学

研
究

科
 修

士
課

程
 総

合
看

護
科

学

コ
ー

ス
 

C
IC

S
2
9

を
使

用
し

た
い

 
調

査
研

究
に

C
IC

S
2
9

を
使

用
す

る
こ

と
へ

の
許

諾
ね

が
い

 
2
0
2
1
.4

.4
 

 
 

 
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

22
44
  

C
IC

S
2
9
 

他
大

学
 

旭
川

医
科

大
学

大
学

院
医

学
研

究
科

 

修
士

課
程

 

C
IC

S
2
9

を
使

用
し

た
い

 
調

査
研

究
に

C
IC

S
2
9

を
使

用
す

る
こ

と
へ

の
許

諾
ね

が
い

 
2
0
2
1
.4

.2
0
 

 
 

 
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

22
55
  

C
IC

S
29

 
保

健
医

療
福

祉

機
関

 

東
京

北
医

療
セ

ン
タ

ー
 

総
合

診

療
科

 
専

攻
医

 

東
京

都
台

東
区

立
台

東
病

院
 

総
合

診
療

科
 

専
攻

医
 

C
IC

S
2
9

を
使

用
し

た
い

 
調

査
研

究
に

C
IC

S
2
9

を
使

用
す

る
こ

と
へ

の
許

諾
ね

が
い

 
2
0
2
1
.5

.6
 

 
 

 
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

22
66
  

C
IC

S
2
9
 

他
大

学
 

福
岡

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
 

研
究

コ
ー

ス
 

臨
床

看
護

学
領

域
 

成
人

看
護

学
 

C
IC

S
2
9

を
使

用
し

た
い

 
調

査
研

究
に

C
IC

S
2
9

を
使

用
す

る
こ

と
へ

の
許

諾
ね

が
い

 
2
0
2
1
.5

.3
0
 

 
 

 
 

酒
井

郁
子

セ
ン

タ
ー

長
 

22
77
  

C
IC

S
2
9
 

他
大

学
 

北
海

道
医

療
大

学
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（（資資料料６６））研研究究業業績績  
  
特任教員および兼務教員の研究業績（下線は兼務教員、二重下線は特任教員）を以下に示す。 
 
〔原著〕 

1. Yamamoto, T., Yamamoto, M., Abe, H., & Sakai, I.: Exploring barriers and benefits 
of implementing interprofessional education at higher education institutions in Japan. 
Journal of Allied Health, 50(2), 97-103, 2021. 

 

〔論文等（査読あり）〕 

2. Hasegawa, T., Seo, T., Kubota, Y., Sudo, T., Yokota, K., Miyazaki, N., Muranaka, 
A., Hirano, S., Yamauchi, A., Nagashima, K., Iyo, M., &Sakai, I. (2022). 
Reliability and validity of the Japanese version of the 4A's Test for delirium screening in the 
elderly patient．Asian J Psychiatr，67. https://doi.org/10.1016/j.ajp.2021.102918 

3. 伊藤裕佳，山本武志，井出成美，酒井郁子（2022)．看護師等学校養成所における専門職連携

教育の実装状況と課題，保健医療福祉連携，15(1)，2-10，2022. 
 

〔論文等（査読なし）〕 

4. 酒井郁子（2021）．長期ケア施設の看護管理入門(第 6 回)(最終回) 長期ケア施設における危

機管理，臨床老年看護，日総研出版，28(3), 96-102.  

5. 酒井郁子（2021）．特集 リハビリテーション医療における新人教育 新人教育・研修の実際

―看護職員．総合リハビリテーション，医学書院，49(6), 555-562.   

6. 石丸美奈，増島麻里子，辻村真由子，岩田裕子，田代理沙，森恵美，宮崎美砂子，酒井郁子

（2021）．【エビデンスを臨床実践に活かす挑戦-JBI を契機とする臨床実践と研究者の協働】

EBP に向けたシステマティックレビューの重要性 3 大学の取り組みから考える 千葉大学の

取り組み．看護研究，54(3)，207-212. 
7. 酒井郁子（2021）．看護師のギモンに応える！エビデンスの使い方・広め方 第 4 回慣習を見

直し EBP につなげるリーダーシップ．週刊医学界新聞，3430, 5.2021.      
8. 酒井郁子（2021）．看護師のギモンに応える！エビデンスの使い方・広め方 第 5 回コロナ禍

の ICU で実践する多職種との EBP．週刊医学界新聞，3434, 5. 
9. 井出成美，臼井いづみ，孫 佳茹，馬場由美子，飯野理恵，朝比奈真由美，関根祐子，中口俊哉，

酒井郁子（2021）．COVID-19 感染拡大下の大規模オンライン IPE の実際．保健医療福祉，

14(2)，126-132. 
10. 井出成美，酒井郁子(2022)．「専門職連携教育」を発展させるためのポイント．看護教育に携

わるみなさまへの情報誌 ラポール，No.10．2022.1.28, https://ml.medica.co.jp/rapport/ 
11. 酒井郁子（2022）．IPE をはじめましょう、そして続けましょう 第 1 回「イントロダクショ

ン 」 ． 看 護 教 育 の た め の 情 報 サ イ ト 『 NurSHARE 』 特 集 ， 南 江 堂 ，

https://www.nurshare.jp/article/detail/10154 
12. 孫 佳茹（2022）．IPE をはじめましょう、そして続けましょう 第 2 回「IPE で何を教えるの

か（IPE を理解する）」．看護教育のための情報サイト『NurSHARE』特集，南江堂，

https://www.nurshare.jp/article/detail/10167 
13. 井出成美（2022）．IPE をはじめましょう、そして続けましょう 第 3 回「IPE のカリキュラ

ム 設 計 」 ． 看 護 教 育 の た め の 情 報 サ イ ト 『 NurSHARE 』 特 集 ， 南 江 堂 ，

https://www.nurshare.jp/article/detail/10172 
14. 井出成美，臼井いづみ（2022）．IPE をはじめましょう、そして続けましょう 第 4 回「IPE の

授業デザイン」．看護教育のための情報サイト『 NurSHARE 』特集，南江堂，

https://www.nurshare.jp/article/detail/10173 
15. 馬場由美子，酒井郁子（2022）．IPE をはじめましょう、そして続けましょう 第 5 回「IPE の

実例報告」．看護教育のための情報サイト『NurSHARE』特集， in press，南江堂，

https://www.nurshare.jp/article/detail/10175  
 

－ 38 －



39  

〔報告書〕 

16. 酒井郁子，井出成美，臼井いづみ，孫 佳茹，馬場由美子，富永嘉子，長谷川容佳，佐野朋子：

千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター令和 3 年度事業報告書，2022． 

 

〔単行書〕 

17. 酒井郁子：特集 リハビリテーション医療における新人教育 4．新人教育・研修の実際―看

護職員．総合リハビリテーション，49(6), 医学書院，555-562, 2021. 
18. 井出成美：地域住民の相互の助け合い強化によるまちづくり．宮﨑美砂子，北山三津子，春山

早苗，田村須賀子（編），最新公衆衛生看護学，第 3版 2022年版，日本看護協会出版会，305-
309，2022． 

19. 井出成美：第Ⅲ章成人期にある人の健康 4 保健・医療・福祉政策と今日の健康課題 B 地域包括

ケア.林直子，鈴木久美，酒井郁子，梅田恵（編），成人看護学概論 社会に生き世代をつなぐ成

人の健康を考える.改訂第 4 版，南江堂，103-105，2022. 
20. 井出成美:第Ⅲ章成人期にある人の健康 4保健・医療・福祉政策と今日の健康課題 D認知症対策.

林直子，鈴木久美，酒井郁子，梅田恵（編），成人看護学概論 社会に生き世代をつなぐ成人の

健康を考える.改訂第 4 版，南江堂，109-112，2022. 
 

〔学会発表抄録〕 

21. 酒井郁子（2021）：ウィズ・アフターコロナ時代の高齢社会の展望 with/after コロナ社会の

高齢者施設での新たなケア提供と協働．日本老年医学会雑誌，58(Supple), (一社)日本老年医

学会，31． 

22. 酒井郁子，深堀浩樹，山川みやえ，金盛琢也，正木治恵，塩田美佐代，大野直子，呑香美佳子，

滝口美重，石川容子，森山祐美（2021）．急性期病院における認知症ケア加算によるケア改善

プロセスの検討．日本老年看護学会第 26 回学術集会抄録集，98．(オンライン) 

23. 金盛琢也，山川みやえ，深堀浩樹，石川容子，森山祐美，正木治恵，平尾美佳，酒井郁子

（2021）：認知症疾患医療センターにおける地域包括ケア推進に向けた支援の実施状況．日本

老年看護学会第 26 回学術集会抄録集，106. (オンライン)  

24. 楢木野桃子，酒井郁子（2021）：高齢者専門病院における根拠に基づいたケア改善システムの

構築．日本老年看護学会第 26 回学術集会抄録集，150. (オンライン) 

25. 岩本由美子，酒井郁子（2021）：有床診療所における療養支援のためのシステム構築．日本老

年看護学会第 26 回学術集会抄録集，151. 
26. Uehara, T., Sakai, I., Usui, I., Ishii, I., Asahina, M.(2021)：臨床的 IPE は卒業時における医学

生の IP 能力の自己評価を向上させるのか （Does the clinical IPE enhance students' self-
assessment of their IP competency at graduation?）．医学教育, 52（Supple）, 86. (オン

ライン) 

27. 馬場由美子，臼井いづみ，井出成美，孫 佳茹，朝比奈真由美，石川雅之，酒井郁子(2021)：大

学病院における臨床参加型 IPE に対する学生評価から得られた課題．第 14 回日本保健医療福

祉連携教育学会学術集会プログラム・抄録集，31．(オンライン) 

28. 臼井いづみ，井出成美，馬場由美子，孫 佳茹，近藤昭彦，岩崎寛，濱侃，酒井郁子(2021)：オ

ンライン同時双方向で実施した災害時専門職連携シミュレーション教育の実際と課題．第 14 回

日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム・抄録集，32．(オンライン) 

29. 井出成美，臼井いづみ，馬場由美子，孫 佳茹，飯野理恵，関根祐子，中口俊哉，朝比奈真由美，

酒井郁子(2021)：同時双方向メディアツールによる協働学習の学習成果の対面授業との比較．

第 14 回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム・抄録集，33．(オンライン) 

30. 孫 佳茹，酒井郁子，井出成美，臼井いづみ，馬場由美子，飯野理恵，朝比奈真由美，関根祐子，

中口俊哉(2021)：同時双方向型授業でのグループワークにおけるオンライン上のコミュニケー

ションの課題．第 14 回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会プログラム・抄録集，38．(オ

ンライン) 
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〔シンポジウム・招聘講演〕 

31. 日本老年看護学会第 26 回学術集会 合同シンポジウム 13 
飯島勝矢，澤岡詩野，錦見昭彦，戸原玄，相田里香，酒井郁子，橋本衛：ウィズ・アフターコ

ロナ時代の高齢社会の展望．日本老年看護学会，東京，2021.（オンライン） 

32. 第 5 回中国看護品質会議 基調講演セッション 

酒井郁子：高齢者医療の品質管理のための指標に基づくモニタリング, The 5th China Nursing 
Quality Conference ，中国（山東省青島）, 2021.（オンライン） 

33. 第 25 回日本看護管理学会学術集会 インフォメーション・エクスチェンジ 24 
酒井郁子，山本武志，山本則子，北川裕利，中井智子，山下祐貴，鈴木靖子，西宮岳，小松亮，

習田由美子：特定行為研修修了者を組織的に導入し、効果的な診療・ケアを可能にするための

ビジョンの創造と看護官理実践の共有．第 25 回日本看護管理学会学術集会抄録集，194，2021. 
（オンライン） 

34. 第 25 回日本看護管理学会学術集会 インフォメーション・エクスチェンジ 4 
小野田舞，山田雅子，宇都宮明美，餘目千史，酒井郁子，田母神裕美，長江弘子，吉川久美子，

渡邊千登世：簡保連における令和 4 年度診療報酬改定に向けた取り組みの報告と令和 6 年度改

定に向けた検討. 第 25 回日本看護管理学会学術集会抄録集，184, 2021． 

35. 酒井郁子：講演 千葉県回復期リハビリテーション連携の会 第 10 回全県大会看護師部会．

2021．（オンデマンド） 

36. 日本ルーラルナーシング学会第 16 回学術集会 交流集会１ 

酒井郁子，山本武志，山本則子，北川裕利，中井智子，山下祐貴，藤谷茂樹，鈴木靖子，習田

由美子，佐伯昌俊，西宮岳，小松亮，本田和也：地域医療における特定行為研修修了者の活用

を考える. 日本ルーラルナーシング学会第 16 回学術集会抄録集，24，2021.（オンライン） 

37. 第 41 回日本看護科学学会学術集会 交流集会 K21 
西宮岳，山本則子，山本武志，北川裕利，鈴木靖子，中井智子，酒井郁子，山下祐貴，佐伯昌

俊，小松亮：組織的に特定行為研修修了者の活躍を支える多延の活用モデルと指針. 第 41 回日

本看護科学学会学術集会抄録集，50，2021.（オンライン） 

38. 第 41 回日本看護科学学会学術集会 交流集会 K25 
深堀浩樹，五十嵐歩，大江真琴，大久保暢子，小池智子，酒井郁子，新福洋子，武村雪絵，廣

岡佳代，福井小紀子：若手研究者を巻き込んだ大型研究費の獲得を目指して 研究・学術推進

委員会の活動報告と今後の課題. 第 41 回日本看護科学学会学術集会抄録集，51，2021.（オン

ライン） 

37. 臼井いづみ：シミュレーション教育とは その工夫と留意点．全国助産師教育協議会研修会，

2022.1.30（オンライン） 
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IPERC ロゴマークの由来 

IPERC のロゴマークは、看護学部、医学部、薬学部の３つの学部からはじま

った亥鼻 IPE のうねりが、新しい風を取り込んで大きくなっていく風のイメージ

で作成されました。

千葉大学大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター

令和 3 年度 事業報告書 
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編集者：酒井郁子、井出成美、臼井いづみ、孫佳茹、馬場由美子、富永嘉子、長谷川容佳、佐野朋子
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